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知知っってておおききたたいい！！おお金金のの話話  
進学を考える時、避けて通れないのが「お金」の問題。受験料、入学金、授業料、交通費、自宅外なら生活費および新生活用の鍋・釜・
お櫃・玉杓子。さまざまな費用が必要です。いったいどれくらいかかるものなのでしょうか。 

■まずは受験料などなど 
進学するためのまず最初の出費は受験のための費用です。受験料
はおおよそ左表のようになっていますが、受験の仕方によってい
ろいろ異なってきます。具体的には次のようになります。 

大学によっては併願など別日程の受験料はで割引になることが多いようです。そして、実際の受験にはこれに加えて、出願書類に貼る写真だの、郵 

国公立大学 １７０００円（２次試験標準） 

私立大学 

センター試験（3教科以上） 

１８０００円 平均３５０００円 

専門学校 平均２００００円 

私大四校と専門学校を二校受験の場合 
①金城学院大一般     ３５０００円 
②愛知淑徳大一般Ａ    ３５０００円 
③愛知淑徳大一般Ｂ    １００００円 
④愛知きわみ短大     ３００００円 
⑤日福中央福祉専門学校  ２００００円 
⑥県立歯科衛生専門学校   ４４００円 
 

合計      １３４４００円 

国公立前後期と私大四校受験の場合 
センター試験       １８０００円 
①国立大前期の受験料   １７０００円 
②国立大後期の受験料   １７０００円 
③愛知工業大学前期Ａ方式 ３５０００円 
④愛知工業大学前Ａの併願 ２００００円 
⑤名城大学一般Ａ方式   ３５０００円 
⑥名城大学センター利用  ２００００円 

合計      １６２０００円 

私大（短大）を六校受験の場合 
センター試験        １８０００円 
①桜花学園大センター利用  ２００００円 
②椙山女学園大一般     ３５０００円 

③椙山女学園大一般・別日程 １００００円 
④一宮女子短期大学一般   ３００００円 
⑤一宮女子短大センター利用 １５０００円 
⑥南山大学一般       ３５０００円 

合計       １６３０００円 

送のための費用（書留や速達料金）も加算されるうえ、試験会場までの交通費もかかってきます。地方（東京なども）へ移動しての受験なら、交通

費に加えて宿泊費や滞在費などもさらにかさむことになります。 
■学校に納める金額の違いは？ 
めでたく「合格」し、入学の資格をゲットしたとたん、まずは手付金にあたる「入学金」というのを払うことになります。そして、前期（大学はひ
と月ごとの授業料ではなく前期と後期の２回に分けて払います）の授業料の納入という運びになります。学校によっては入学金と同時に前期納入金
も払うシステムのところもあります。入学を辞退した場合、前期の授業料などは返却されますが、入学金は戻りません。一般的に次のようになって
います。 
  入学金 授業料 施設設備 その他 １年目に必要な金額 

国立 ２８２，０００ ５３５，８００   ８１７，８００ 大学 
私立 ２７５，９２４ １，０１２，２５１ ２０９，９２１  １，４９８，０９６ 

専門学校平均 ２０１，０００ ６６８，０００ １９４，０００ ２８４，０００ １，２２８，０００ 
私立や専門学校は平均なので、次に具体的な学校で比較してみましょう。たとえば……。 

大学いろいろ、学費もいろいろといった感じです。「その他」というのは、「教育充実費」「施設費」「実験実習費」「○○会費」などの名目の徴収金で

す。そして、この他にも教科書やユニフォーム代などで１００，０００円弱くらいはかかるようです。次は生活にはどれくらいの金額がかかるので

しょうか。 
■大学生の生活をのぞいてみると…… 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 例えば…… 入学金 授業料 その他 １年目に納入する額 
公 滋賀県立大学・県外者 ４２３，０００ ５３５，８００ ５０，０００ １，００８，８００ 
私 中京大学・法 ２００，０００ ７２５，０００    ２２５，１００  １，１５０，１００ 
私 名城大学・理工 ２６０，０００ ９２０，０００ ３１０，０００ １，４９０，０００ 
私 金城学院大学・薬 ２００，０００ １，５８０，０００ ４０７，９００ ２，１８７，９００ 
私 一宮女子短期大学 ３６０，０００ ６６０，０００ ３５０，０００ １，３７０，０００ 
私 愛知きわみ看護短大 ２００，０００ ５００，０００ ８００，０００ １，５００，０００ 
専 愛知県立総合看護専門学校     ５，６５０ １１５，２００ １８０，０００ ３００，８５０ 
専 岐阜美容専門学校 １００，０００ ２８８，０００ ７１４，０００ １，０１２，０００ 

名城大学・理工学部のＣさん
     

収入 支出 
仕送り 130000 食費 30000 
アルバイト 適宜 家賃 50000 
  その他 14500 
計１３００００円 

 

計９４５００円 
キャンパスまで自転車で5分のアパートに住
むCさんはもちろん交通費はゼロ。街で配ら
れるポケットティシュも貯めて使う節約ぶ
り。支出のその他に書籍代が計上されていな
いのがちょっと残念？仕送りは親の大きな負
担だろう。 

明治大学・農学部のＢさん 
       

収入 支出 
奨学金 63000 食費 28000 
アルバイト 20000 家賃 55000 
仕送り 95000 その他 75000 
計１７８０００円 

 

計１７８０００円 
Ｂさんは三重県出身の4年生。キャンパスがあ

るのは東京都杉並区、物価はちょっと高そう。

支出のうち、その他の内容はわからないが、何

か習い事をしているのか？あるいは貯金を含む

のか？ 

熊本大学・理学部のＡさん 
        

収入 支出 
奨学金 51000 食費 30000 
アルバイト 40000 家賃 11000 
  その他 20000 
計 ９１０００円 

 

計 ６１０００円 
２年生のＡさんは長崎県の出身。キャンパスから
1.5㎞離れた寮で生活している。全室個室で広さ
は10㎡で、トイレや風呂は共用。また、食堂の
設備はないため、自炊またはキャンパス内の学生
食堂を利用しているということです。残ったお金
はいざと言うときのために貯金だそうです。 
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以上の３人の例はいずれも各大学の『大学案内』から抜粋したものです（コメントは別）が、一口に大学生といっても実にさまざま。どういう生活

をするかにもよりますが、学生たるもの勉学に支障をきたすような住環境や食生活でも困ります。どういった工夫があるのでしょうか。ＡさんＢさ

んＣさん三人の支出をみてください。Ａさんの家賃がダントツにお得なのがわかると思います。まず親元を離れて大学生活をおくるなら、まず寮の

チェックを忘れずにしましょう。多くの学校が寮を持っていますが、1年生のみとか、一部の学生しか利用できない学校が多いようです。また、収

容人員の都合から、入寮者の審査をするところもあります。その家賃や仕様はまちまちですから、各大学に問い合わせてみるとよいと思います。  

■家賃だけではない生活 
左の表は全国大学生活協同組合連合会発行の「学生の消費生活に関する実態調査」からの抜粋です。あくまで平均をとってあるので、中途半端な数

字が出ていたり、自宅から通学

しているのに住居費が算出され

ていたりしますが、そこは参考

程度にごらんいただきたい。生

活するということは、思った以上になにかと出費がかかるもの。自宅生と自宅外生とであきらかに

違うのが住居費と食費ですが、自宅外と一口に言っても、東京と田舎（誤解があると困るが大学が

設置されているのは田舎ではなく地方都市ダ）では、物価が違います。例えば右上の表をごらんく

ださい。「レオパレス 21」という賃貸ワンルームマンションの家賃の比較です。物件によってまち
まちなので、バス・トイレ付きの家具付き、いわゆるレオパレスのスタンダードな部屋で比較して

みることにしました。東京も山の手線付近となるととても手のでない額になっています。郊外へ出

れば家賃は安いけれど交通費にお金がかかってきます。地方の大学なら、学校の近くの部屋をかり

れば一石ニ鳥ということに。また、交通費は自宅生の方がかかっているように、下宿すればチャリ

ンコ通学なども可能だから安くあがります。自宅・自宅外いずれにしても、新生活を始めようとす

ればそれなりの出費がかかるものです。 

 自宅通学生 自宅外通学 

食費 １１，９５０ ２５，０９０ 
住居費 １８０ ５５，９２０ 
交通費 １０，０８０  ３，２３０ 
教育娯楽費 ８，４００  ９，４８０ 
書籍費 ２，３２０  ２，５７０ 
勉学費 １，５６０ １，８８０ 
日常費 ７，８９０ ９，０８０ 
電話代 ４，１１０ ５，８６０ 
その他 ２，７６０ ３，１３０ 

貯金・繰越金 ９，５２０ ９，８１０ 

合計 ５８，７９０ １２６，０６０ 

東京・渋谷区（都心） ２０．２８㎡ １０３０００円 
東京・清瀬市（郊外） ２０．３７㎡  ４８７００円 
高知市（地方都市） ２６．４９㎡  ３７１００円 

知知っってておおききたたいいササポポーートトシシスステテムム 
■親のスネより「奨学金」 
なにかとお金のかかる新生活、こでの強い味方が奨学金です。奨学金とは、奨学制度によって貸与または給与される学資金のことです。在学中に学

資金を借り、卒業後に返済していくのが「貸与制度」、返済しなくてもよいのが「給付制度」です。貸与か給付かは、それぞれの奨学金制度によって

違います。貸与制度でも、無利子や低い利子で借りられる上、無理なく返済ができるようになっています。この奨学金を利用している人は増える一

方で、年間奨学金の総額も増加しています。表面の熊本大学のＡさんや明治大学のＢさんも利用しています。この奨学金というしくみ、いろんな奨

学金制度がありますが、国の資金による奨学金事業は、「独立行政法人日本学生支援機構」が行っている奨学金です。かつては「日本育英会」の名で

親しまれていました。この奨学金を利用している学生は多く、例えば香川大学（国立）では教育学部９４７人中３６８人がこの奨学金のお世話にな

っています。日本学生支援機構のしくみは次のようです。 
                   ……「予約採用」の申し込みは、高校３年の春におこなわれます。注意しておいてください。 

 
 

大学などは、学校独自で奨学金を設置し、

貸与と給付を行っています（左表、○は

給付、●は貸与）。独自財源による育英奨

学事業は国公立より私立が活発で（下表、

『05 年度大学等における学生生活支援

の実態調

査』によ

る）、私立

には国公

立にはな

い「特待

生」「給費

生」「スカラシップ」など学校によって名称は異なりますが、成績の優秀な学生に対し、入学費用や授業料を免除したり、奨学金を支給したりする制

度もあります。またこれとは別に、財団や地方公共団体が奨学生を募集する制度もあります。なお、これらの奨学金については、日本学生支援機構

奨学金との併用を認めていない場合がありますから、注意が必要です。 

種別 月       額 学 力 返還総額 返還期間（年） 
自宅通学者 ４５，０００円 ２，１６０，０００円 １４ 国公立の 

（４大・短大・専問） 自宅外通学者 ５１，０００円 ２，４４８，０００円 １５ 
自宅通学者 ５４，０００円 ２，５９２，０００円 １５ 私立大学 
自宅外通学者 ６４，０００円 

 

高校の成績が

3.5以上の者 

３，０７２，０００円 １８ 
自宅通学者 ５３，０００円 １，９０８，０００円 １３ 

 
 

第一種 
（無利子） 

私立専門学校 
自宅外通学者 ６０，０００円 

高校の成績が

3.2以上の者 ２，１６０，０００円 １４ 
第ニ種（有利子） ３万円・５万円・８万円・１０万円から選択  利率を選択できる １３～２０ 

○選抜奨学生制度 入試の合格者の中から成績上位の者 授業料の半額 愛知工業大学 
○成績優秀奨学金制度 成績優秀な場合次年度に支給 月額５万円 

名城大学 ○学業優秀奨学生 ３・４年次に前年の成績優秀者 年２０万円 
○開学５０周年記念奨学金制度  年３０万円 愛知学院大学 
○特待生制度 前年度の実績による 年３０万円 
○入試成績優秀特待生 
（入試の成績で判定） 

理工学部⇒４年間授業料・教育充実費免除 
農学部⇒２年間授業料・教育充実費免除 

 
近畿大学 

●近畿大学給付奨学金 年額６０００００円。返還は６～２０年。 
○給費奨学金制度 入試の合格者の中から選抜 入学金・授業料等 中京大学 
●奨学金 学業成績優秀・経済的事情 授業料年額相当額 

中部学院大学 ○がんばれ奨学金制度 学業成績優秀・経済的事情 年２０～１０万 

独自財源による学内の育英
奨学事業を設定する学校 
国立大学 ３０．４％ 
公立大学 １４．１％ 
私立大学 ７８．７％ 
専門学校 ２２．６％ 

学校独自の奨学金や特待生 

日本学生支援機構 

■金利の低い国の教育ローン 
ある程度まとまったお金が必要なら、「教育ローン」を考えるのも一つの手でしょう。教育ローンは一般のローンに比べて、金利が低いのが特徴です。

これは使い道を就学関連費用に限定しているためです。公的ローンには、国民生活金融公庫や雇用促進事業団のものがあります。ほかに、銀行、農

協、労働金庫などが行う民間ローンがあります。「国の教育ローン」のケースをみてみますと、融資額は学生一人につき 200 万円以内、返済期間は
１０年以内です。在学期間内は元金の返済を据え置くことができます。つまり、在学中は金利だけを支払い、卒業後に元金を返済することが可能だ

ということです。頼もしい援助がうけられるしくみはたくさんありますから、賢く利用したいものです。  


